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御
預
異
宗
徒
人
員
御
届
　
新
川
県
（
富
山
藩
）　

　
御
預
異
宗
徒
人
員
御
届

　
新
川
県
（
富
山
藩
）　
　
　
明
治
六
年
四
月
二
日
（
公
文
録
）

　
旧
富
山
藩
へ
御
預
ケ
相
成
候
長
崎
浦
上
村
異
宗
人
員
調
べ
書

　
可
着
出
旨
三
月
中
以
雛
形
御
達
ニ
付
取
調
候
処
別
紙
ノ
通
御

　
座
候
此
段
御
届
申
上
候
　
以
上

　
　
　
　
　
明
治
六
年
四
月
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
川
県
　
参
事
　
成
川
尚
義
　
新
川
県
参
事
　
三
吉
周
亮
　
　
新
川
県
県
令
　
山
田
秀
典

　
　
　
　
　
史
官
御
中

　
御
預
異
宗
徒
　
四
十
二
人
並
出
産
者
四
人

　
　
　
内

　
死
亡
　
五
人
、　
脱
走
　
無
之
、　
編
籍
　
無
之
、　
　
復
籍
　
無
之
　
合
一
人
　
減
、

　
現
今
残
人
員
（
注
、
編
集
部
個
人
名
省
略
）
合
四
拾
壱
人

　
　
　
　
　
右
之
通
御
座
候
　
以
上

　
　
　
　
　
明
治
六
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
新
川
県

 

山
田
光
雄
著　
『
帰
っ
て
き
た
旅
の
群
像　

─
浦
上
一
村
流
配
者
記
録
─
』
よ
り

　
三  

名
古
屋
教
区
と
主
税
町
教
会
の
歴
史



5859

１  
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
の
歴
史

東
海
地
方
の
先
駆
者

　

名
古
屋
市
東
区
主
税
町
に
あ
る
「
主
税
町
教
会
」
は
、
名
古
屋
・
岐
阜
地
方
に
初
め

て
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
広
め
た
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
が
伝
道
士
・
井
上
秀
斎
と
と
も
に

造
っ
た
、
名
古
屋
最
古
の
教
会
で
あ
る
。
こ
の
教
会
は
現
在
、
名
古
屋
市
都
市
景
観
重

要
建
築
物
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に
は
文
化
庁
登
録
有
形
文
化
財
（
建

造
物
）
に
も
登
録
さ
れ
た
。
洋
風
の
三
連
ア
ー
チ
に
瓦
葺
屋
根
の
建
物
で
あ
る
。
明
治

初
期
に
開
設
さ
れ
た
主
税
町
教
会
の
歴
史
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
名
古
屋
教
区
の
歴
史
で
も

あ
っ
た
。

　

名
古
屋
地
方
で
最
初
に
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
を
行
な
っ
た
の
は
、
ロ
シ
ア
正
教
の
信
者

で
あ
る
。
し
か
し
伝
道
の
成
果
も
長
続
き
は
せ
ず
、
ロ
シ
ア
正
教
の
布
教
は
明
治
二
十

年
代
に
は
衰
退
し
た
。
名
古
屋
、
岐
阜
地
方
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
広
め
た
最
初
の

人
物
は
伝
道
士
・
井
上
秀
斎
で
あ
る
。

　

明
治
中
期
、
教
会
の
基
礎
が
確
立
さ
れ
た
が
、
当
時
は
パ
リ
外
国
宣
教
会
司
祭
が
担

当
し
て
い
た
。
一
八
八
一
年
（
明
治
十
四
）
フ
ラ
ン
ス
人
宣
教
師
が
来
名
、
二
名
が
受

洗
し
て
い
る
。
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）、
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
が
来
名
す
る
と
熱
心

に
伝
道
活
動
を
支
え
て
い
た
井
上
秀
斎
の
名
義
で
、
主
税
町
の
元
野
呂
瀬
家
の
武
家
屋

敷
地
四
百
二
十
坪
（
登
記
面
積
）
を
購
入
、
仮
教
会
に
転
用
し
、
そ
こ
に
啓
蒙
小
学
校

を
開
校
し
た
。
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
救
老
院
設
立
、
一
九
〇
四
年
（
明
治

三
十
七
）
八
月
八
日
に
は
聖
堂
建
設
に
着
手
、
十
月
二
十
日
に
竣
工
し
た
。

　

一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
二
月
十
八
日
、
東
京
教
区
の
一
部
だ
っ
た
愛
知
、
岐
阜

両
県
と
新
潟
使
徒
座
知
牧
区
の
一
部
だ
っ
た
富
山
、
石
川
、
福
井
の
三
県
と
を
会
わ
せ
、

名
古
屋
使
徒
座
知
牧
区
が
新
設
さ
れ
た
。
新
潟
使
徒
座
知
牧
区
長
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
が

名
古
屋
使
徒
座
知
牧
区
臨
時
管
理
者
と
し
て
任
命
さ
れ
、
こ
の
知
牧
区
は
ド
イ
ツ
の
神

言
会
に
委
託
さ
れ
た
。
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
は
、こ
の
教
会
を
知
牧
区
の
中
心
聖
堂
と
し
、

一
九
三
〇
年
（
昭
和
五
）
に
知
牧
区
長
館
（
現
司
祭
館)

を
建
設
し
た
。
設
計
は
マ
ッ

ク
ス
・
ヒ
ン
デ
ル
、
大
工
は
浦
上
信
徒
の
岩
永
伊
勢
松
が
請
負
っ
た
。
こ
れ
は
和
洋
折

衷
と
は
異
な
る
外
人
専
用
の
住
居
と
し
て
建
て
ら
れ
た
本
格
的
な
洋
風
建
築
で
あ
り
、

現
在
で
は
建
築
様
式
や
生
活
様
式
の
資
料
と
し
て
、
名
古
屋
で
は
数
少
な
い
西
洋
建
築

1904 年竣工　聖堂入口

1941 年 3 月 6 日

松岡教区長着座記念
1890 年竣工　司祭館

 1930 年竣工教区長館（現・司祭館）
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と
な
っ
て
い
る
。
家
具
は
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
が
寄
贈
し
た
。
ま
た
一
九
二
七
年
（
昭
和

二
）、
主
任
司
祭
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
ル
メ
ス
神
父
は
同
敷
地
内
に
、
教
会
所
属
の
聖
母
幼

稚
園
を
設
立
し
た
。こ
の
幼
稚
園
は
名
古
屋
で
最
も
古
い
幼
稚
園
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

　

一
九
二
六
年
（
昭
和
元
）、
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
は
新
潟
知
牧
区
長
を
辞
任
し
、
名
古

屋
知
牧
区
長
専
任
と
な
る
。
一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）、
同
神
父
の
名
古
屋
知
牧
区

長
辞
任
の
後
、
松
岡
孫
四
郎
神
父
が
使
徒
座
任
命
管
理
者
と
な
っ
た
。
一
九
四
五
年

（
昭
和
二
十
）
三
月
六
日
、
ペ
ト
ロ
松
岡
孫
四
郎
神
父
は
名
古
屋
兼
新
潟
知
牧
区
長
と

し
て
任
命
さ
れ
、
そ
の
就
任
式
が
主
税
町
知
牧
区
長
座
聖
堂
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ

た
。
一
九
四
八
年
（
昭
和
二
十
三
）
の
秋
、
松
岡
知
牧
区
長
は
名
古
屋
市
内
中
消
防
署

附
近
に
千
三
百
坪
、
武
平
町
に
七
百
坪
、
東
新
町
七
丁
目
に
五
百
坪
を
買
い
、
こ
れ
を

提
供
し
て
名
古
屋
市
東
区
東
新
町
七
の
一
に
千
三
百
五
十
坪
の
土
地
を
入
手
、
知
牧
区

長
館
と
し
た
。
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
）、
新
潟
使
徒
座
知
牧
区
長
に
野
田
時
助

神
父
が
任
命
さ
れ
、
松
岡
神
父
は
名
古
屋
知
牧
区
長
専
任
と
な
る
。
一
九
五
七
年
（
昭

和
三
十
二
）
春
、
東
新
町
の
知
牧
区
長
館
と
昭
和
区
萩
原
町
の
聖
ヨ
ハ
ネ
小
神
学
院
の

敷
地
、
お
よ
び
鳴
海
郊
外
の
原
野
を
手
離
し
、
東
区
布
池
町
に
二
千
八
百
坪
の
土
地
を

購
入
し
た
。
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
）
五
月
、
同
地
に
知
牧
区
長
館
が
完
成
す

る
。
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
）
の
三
月
二
十
三
日
に
は
、司
祭
館
が
加
え
ら
れ
た
。

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
三
月
二
十
一
日
、
布
池
教
会
大
聖
堂
が
竣
工
し
て
祝
聖

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
同
年
四
月
十
六
日
、名
古
屋
使
徒
座
知
牧
区
は
司
教
区
に
昇
格
、

松
岡
神
父
は
初
代
名
古
屋
教
区
司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。

北
陸
地
方
の
先
駆
者

　

キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
後
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が
ふ
た
た
び
北
陸
地
方
を
訪
れ
た

の
は
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー

神
父
が
、
十
一
月
初
め
、
大
江
伝
道
士
と
と
も
に
伝
道
を
開
始
し
た
。
北
陸
地
方
は
、

今
日
で
も
仏
教
、
特
に
浄
土
真
宗
の
教
え
が
浸
透
し
た
地
方
で
あ
っ
た
の
で
、
開
国
し

て
な
お
日
が
浅
い
当
時
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が
こ
の
地
方
の
諸
町
村
で
嫌
悪
さ
れ
、

迫
害
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
四
月
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
岐
阜

竣工時の名古屋教区司教座聖堂

現在の名古屋教区
司教座聖堂

（布池教会）
名古屋教区（愛知、
岐阜、石川、富山、
福井）の中心聖堂。
献堂 50 周年を記念
して祭壇、説教壇、
司教座を大理石に
更新。
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東
新
町
七
丁
目
に
五
百
坪
を
買
い
、
こ
れ
を

提
供
し
て
名
古
屋
市
東
区
東
新
町
七
の
一
に
千
三
百
五
十
坪
の
土
地
を
入
手
、
知
牧
区

長
館
と
し
た
。
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
）、
新
潟
使
徒
座
知
牧
区
長
に
野
田
時
助

神
父
が
任
命
さ
れ
、
松
岡
神
父
は
名
古
屋
知
牧
区
長
専
任
と
な
る
。
一
九
五
七
年
（
昭

和
三
十
二
）
春
、
東
新
町
の
知
牧
区
長
館
と
昭
和
区
萩
原
町
の
聖
ヨ
ハ
ネ
小
神
学
院
の

敷
地
、
お
よ
び
鳴
海
郊
外
の
原
野
を
手
離
し
、
東
区
布
池
町
に
二
千
八
百
坪
の
土
地
を

購
入
し
た
。
一
九
五
九
年
（
昭
和
三
十
四
）
五
月
、
同
地
に
知
牧
区
長
館
が
完
成
す

る
。
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
）
の
三
月
二
十
三
日
に
は
、司
祭
館
が
加
え
ら
れ
た
。

一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
三
月
二
十
一
日
、
布
池
教
会
大
聖
堂
が
竣
工
し
て
祝
聖

式
が
執
り
行
わ
れ
た
。
同
年
四
月
十
六
日
、名
古
屋
使
徒
座
知
牧
区
は
司
教
区
に
昇
格
、

松
岡
神
父
は
初
代
名
古
屋
教
区
司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。

北
陸
地
方
の
先
駆
者

　

キ
リ
シ
タ
ン
迫
害
後
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が
ふ
た
た
び
北
陸
地
方
を
訪
れ
た

の
は
、
一
八
八
〇
年
（
明
治
十
三
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー

神
父
が
、
十
一
月
初
め
、
大
江
伝
道
士
と
と
も
に
伝
道
を
開
始
し
た
。
北
陸
地
方
は
、

今
日
で
も
仏
教
、
特
に
浄
土
真
宗
の
教
え
が
浸
透
し
た
地
方
で
あ
っ
た
の
で
、
開
国
し

て
な
お
日
が
浅
い
当
時
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
が
こ
の
地
方
の
諸
町
村
で
嫌
悪
さ
れ
、

迫
害
さ
れ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
）
四
月
、
パ
リ
外
国
宣
教
会
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
岐
阜

竣工時の名古屋教区司教座聖堂

現在の名古屋教区
司教座聖堂

（布池教会）
名古屋教区（愛知、
岐阜、石川、富山、
福井）の中心聖堂。
献堂 50 周年を記念
して祭壇、説教壇、
司教座を大理石に
更新。
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の
講
義
所
で
伝
道
士
見
習
い
と
し
て
数
ヶ
月
間
宿
泊
し
て
い
た
水
田
若
吉
が
、
金
沢
の

片
町
に
日
本
天
主
公
教
会
金
沢
講
義
所
を
創
設
し
、
北
陸
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教

が
再
開
さ
れ
た
。
金
沢
で
の
布
教
は
、
そ
れ
ま
で
の
巡
回
布
教
と
は
異
な
り
、
井
上
秀

斎
の
よ
う
な
伝
道
士
が
そ
の
地
に
滞
在
し
て
求
道
者
の
世
話
に
あ
た
り
、
宣
教
師
が
時

折
そ
こ
を
訪
問
し
て
秘
跡
を
さ
ず
け
る
と
い
う
形
と
な
っ
た
。
同
年
八
月
に
は
、
パ
リ

外
国
宣
教
会
の
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
が
こ
の
講
義
所
を
訪
れ
、金
沢
市
西
町
公
会
堂
で「
道

徳
哲
学
の
必
要
を
論
ず
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
七
人
の
洗
礼
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
こ
れ
が
金
沢
で
の
最
初
の
洗
礼
で
あ
っ
た
。
翌
年
五
月
、
講
義
所
は
金
沢
教
会

と
な
り
、
ク
レ
マ
ン
神
父
が
松
本
か
ら
初
代
主
任
司
祭
と
し
て
着
任
し
た
。。

　

一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
）
春
に
、
ク
レ
マ
ン
神
父
は
富
山
市
鹿
島
町
に
一
軒
家

を
購
入
し
て
巡
回
布
教
所
と
し
、
同
じ
頃
に
福
井
市
で
も
巡
回
布
教
所
を
新
設
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
布
教
所
に
伝
道
士
を
配
置
し
た
。
当
時
富
山
に
は
、
二
年
前
の

一
八
九
二
年
六
月
に
函
館
で
受
洗
し
、
富
山
市
の
正
谷
家
の
跡
を
継
い
だ
正
谷
（
旧
姓

吉
田
）
亮
太
郎
と
い
う
信
者
の
医
者
が
お
り
、
そ
の
積
極
的
な
協
力
も
あ
っ
て
布
教
所

は
継
続
さ
れ
、
常
時
、
井
上
伝
道
士
が
滞
在
し
て
い
た
。
富
山
教
会
は
金
沢
の
巡
回
教

会
と
な
っ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
）
四
月
に
カ
ロ
ア
ン
神

父
が
主
任
と
し
て
着
任
し
て
以
来
、
小
規
模
な
が
ら
も
活
気
あ
る
教
会
活
動
が
続
け
ら

れ
た
。

　

一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九
）
八
月
、
金
沢
教
会
は
金
沢
市
広
坂
の
現
在
地
へ
移
転

し
た
。
新
し
い
教
会
は
一
五
五
〇
坪
の
敷
地
の
中
に
聖
堂
、
信
徒
控
え
所
、
教
師
館
な

ど
が
点
在
し
て
い
た
。
ク
レ
マ
ン
神
父
が
一
八
九
八
年
（
明
治
三
十
一
）
春
に
横
浜
へ

転
じ
た
後
、
ビ
リ
ン
グ
神
父
が
そ
の
後
任
と
な
っ
た
。
主
任
司
祭
が
代
わ
る
と
信
者
の

数
も
減
り
、
そ
の
後
の
進
展
も
思
わ
し
く
な
く
な
っ
た
。

　

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）
九
月
に
来
日
し
た
神
言
修
道
会
（
神
言
会
）
の
宣
教
師

た
ち
は
、
当
初
秋
田
で
布
教
活
動
を
し
て
い
た
が
、
北
陸
三
県
か
ら
撤
退
す
る
パ
リ
外

国
宣
教
会
に
代
わ
っ
て
、
布
教
に
乗
り
出
す
こ
と
に
同
意
し
、
一
九
〇
九
年
（
明
治

四
十
二
）
春
に
は
フ
リ
ー
ゼ
神
父
が
秋
田
か
ら
金
沢
に
着
任
し
、
秋
に
は
ラ
イ
ネ
ル
ス

神
父
も
金
沢
に
来
た
の
で
、
同
年
十
二
月
パ
リ
外
国
宣
教
会
は
神
言
会
に
金
沢
教
会
の

管
理
を
委
譲
し
た
。
金
沢
に
着
任
し
た
神
言
会
の
神
父
た
ち
は
、
精
力
的
に
活
動
を
開

始
し
た
。
社
会
事
業
指
向
の
強
い
神
言
会
は
、
当
時
ま
だ
医
療
保
健
施
設
の
乏
し
か
っ

た
金
沢
に
病
院
設
立
を
企
画
し
、
秋
田
県
で
布
教
に
従
事
し
て
い
た
聖
霊
奉
侍
布
教
修

道
女
会
（
聖
霊
会
）
に
病
院
経
営
を
委
託
し
た
。
そ
の
た
め
、
金
沢
市
長
町
上
五
番
丁

現在のカトリック金沢教会
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の
一
画
に
約
二
千
坪
の
土
地
を
取
得
し
、
三
七
〇
坪
の
病
棟
を
擁
す
る
病
院
を
建

設
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
七
月
七
日
、
内
科
と
外
科
の
二
科

構
成
の
金
沢
聖
霊
病
院
の
開
院
式
が
行
な
わ
れ
た
。
金
沢
市
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
た

こ
の
病
院
経
営
に
よ
っ
て
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教
に
は
一
つ
の

恒
久
的
な
拠
点
が
築
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
神
言
会
宣
教
師
た
ち
は
、
し
ば
し
ば

仏
教
勢
力
の
圧
力
や
そ
の
他
の
困
難
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
粘
り
強
く
地
歩
を
固

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

聖
霊
病
院
開
院
と
同
年
の
三
月
、
富
山
教
会
主
任
司
祭
ヘ
ル
マ
ン
神
父
は
、
町

は
ず
れ
に
あ
っ
た
富
山
教
会
を
市
の
中
央
部
に
移
す
た
め
、
山
王
町
に
四
百
坪
の

土
地
を
購
入
し
て
、
建
築
に
着
手
し
た
。
同
年
八
月
二
日
に
ラ

イ
ネ
ル
ス
知
牧
区
長
が
富
山
教
会
の
祝
別
式
を
執
り
行
い
、
翌

三
日
に
は
新
教
会
披
露
式
典
を
挙
行
し
た
（
青
山
玄　
「
先
駆
者

の
足
跡
」『
素
顔
の
名
古
屋
教
区
』）。

２  

主
税
町
教
会
の
歴
史

カ
ト
リ
ッ
ク
主
税
町
教
会

所
在
地　

名
古
屋
市
東
区
主
税
町
三
丁
目
三
十
三
番
地　

〈
地
図
6
〉

「
主
税
町
（
ち
か
ら
ま
ち
）」
町
名
の
由
来

　
「
撞
木
町
の
北
、
白
壁
町
の
南
に
あ
っ
て
、
同
町
に
並
行
す
る

東
西
の
町
で
あ
る
。
武
家
町
の
中
心
で
あ
っ
た
。
野
呂
瀬
主
税（
主

税
介
ヵ
）
と
い
う
武
士
が
、
開
町
以
来
住
ん
だ
た
め
町
名
と
な
る
。

そ
の
居
宅
の
位
置
は
、
善
光
寺
筋
と
交
わ
る
東
南
角
（
三
丁
目
）。

は
じ
め
主
税
筋
と
い
い
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
主
税
町
と

な
る
。
野
呂
瀬
家
の
あ
と
は
、
聖
母
幼
稚
園
で
あ
る
。
そ
の
向
か

い
側
成
田
家
（
幕
末
当
主
成
田
由
三
郎
）
の
あ
と
は
、
な
が
く
日

本
銀
行
社
宅
で
あ
り
、
結
城
豊
太
郎
な
ど
も
名
古
屋
支
店
長
と
し

て
こ
こ
に
住
ん
だ
。
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
）
以
来
東
海
銀
行

カトリック主税町教会

主税町教会登録有形文化財標識

1824 年（文政７）城下町復元マップ

富山藩家老鈴木邸跡
現在のカトリック富山教会

『素顔の名古屋教区』
カトリック名古屋教区

カトリック主税町教会平面図
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し
た
。
こ
う
し
て
一
九
一
四
年
（
大
正
三
）
七
月
七
日
、
内
科
と
外
科
の
二
科

構
成
の
金
沢
聖
霊
病
院
の
開
院
式
が
行
な
わ
れ
た
。
金
沢
市
民
か
ら
歓
迎
さ
れ
た

こ
の
病
院
経
営
に
よ
っ
て
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
布
教
に
は
一
つ
の

恒
久
的
な
拠
点
が
築
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
神
言
会
宣
教
師
た
ち
は
、
し
ば
し
ば

仏
教
勢
力
の
圧
力
や
そ
の
他
の
困
難
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
粘
り
強
く
地
歩
を
固

め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

聖
霊
病
院
開
院
と
同
年
の
三
月
、
富
山
教
会
主
任
司
祭
ヘ
ル
マ
ン
神
父
は
、
町

は
ず
れ
に
あ
っ
た
富
山
教
会
を
市
の
中
央
部
に
移
す
た
め
、
山
王
町
に
四
百
坪
の

土
地
を
購
入
し
て
、
建
築
に
着
手
し
た
。
同
年
八
月
二
日
に
ラ

イ
ネ
ル
ス
知
牧
区
長
が
富
山
教
会
の
祝
別
式
を
執
り
行
い
、
翌

三
日
に
は
新
教
会
披
露
式
典
を
挙
行
し
た
（
青
山
玄　
「
先
駆
者

の
足
跡
」『
素
顔
の
名
古
屋
教
区
』）。

２  
主
税
町
教
会
の
歴
史

カ
ト
リ
ッ
ク
主
税
町
教
会

所
在
地　

名
古
屋
市
東
区
主
税
町
三
丁
目
三
十
三
番
地　

〈
地
図
6
〉

「
主
税
町
（
ち
か
ら
ま
ち
）」
町
名
の
由
来

　
「
撞
木
町
の
北
、
白
壁
町
の
南
に
あ
っ
て
、
同
町
に
並
行
す
る

東
西
の
町
で
あ
る
。
武
家
町
の
中
心
で
あ
っ
た
。
野
呂
瀬
主
税（
主

税
介
ヵ
）
と
い
う
武
士
が
、
開
町
以
来
住
ん
だ
た
め
町
名
と
な
る
。

そ
の
居
宅
の
位
置
は
、
善
光
寺
筋
と
交
わ
る
東
南
角
（
三
丁
目
）。

は
じ
め
主
税
筋
と
い
い
、
一
八
七
八
年
（
明
治
十
一
）
主
税
町
と

な
る
。
野
呂
瀬
家
の
あ
と
は
、
聖
母
幼
稚
園
で
あ
る
。
そ
の
向
か

い
側
成
田
家
（
幕
末
当
主
成
田
由
三
郎
）
の
あ
と
は
、
な
が
く
日

本
銀
行
社
宅
で
あ
り
、
結
城
豊
太
郎
な
ど
も
名
古
屋
支
店
長
と
し

て
こ
こ
に
住
ん
だ
。
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
）
以
来
東
海
銀
行
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主
税
町
ク
ラ
ブ
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
野
呂
瀬
家
は
清
和
源
氏
、
そ
の
祖
は
武
田
氏

に
仕
え
、
さ
ら
に
平
岩
新
吉
、
成
瀬
正
成
に
仕
え
る
。
主
税
は
、
通
称
吉
右
衛
門
、
初

代
藩
主
義
直
の
と
き
小
姓
に
な
り
、
さ
ら
に
御
書
院
番
と
な
り
、
そ
の
後
、
父
の
あ
と

を
つ
ぎ
、成
瀬
家
に
仕
え
た
。
幕
末
ま
で
こ
の
家
は
継
続
、幕
末
当
主
は
勘
之
助
で
あ
っ

た
」（
江
碕
公
朗　
『
山
吹
の
歩
み
』）。

野
呂
瀬
家
は
尾
張
藩
士
名
寄
・
士
林
沂
洄
に
よ
る
と
、
野
呂
瀬
主
税
介
で
あ
る
。
主

税
町
筋
善
光
寺
筋
南
東
南
に
住
ん
で
お
り
、
一
八
二
四
年
（
文
政
七
）
藩
士
録
に
そ
の

名
が
見
ら
れ
明
治
期
ま
で
同
所
に
屋
敷
を
構
え
て
い
た
。
禄
高
四
百
石
、
役
職
は
大
御

番
組
で
あ
っ
た
。
明
治
の
子
孫
は
勘
之
介
と
い
う
。

主
税
町
教
会
の
建
物

一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
夏
頃
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
が
来
名
し
、
武
家
屋
敷
地

四
百
二
十
坪
余
を
井
上
秀
斎
の
名
義
で
購
入
、
仮
教
会
に
転
用
、
そ
こ
に
啓
蒙
小
学
校

を
開
校
。
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
十
三
）
救
老
院
設
立
、
司
祭
館
を
建
設
。
一
九
〇
四

年
（
明
治
三
十
七
）
八
月
八
日
に
は
聖
堂
建
設
に
着
手
、
一
〇
月
二
十
日
に
竣
工
し
、

同
二
十
三
日
ル
マ
レ
シ
ャ
ル
司
教
代
理
に
よ
り
祝
別
さ
れ
た
。
教
会
の
敷
地
東
南
隅
に

フ
ェ
ラ
ン
神
父
に
よ
り
富
士
山
の
火
山
岩
を
用
い
て
ル
ル
ド
洞
穴
が
建
設
さ
れ
た
の
は

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
で
あ
っ
た
。
な
お
鐘
楼
の
鐘
は
一
八
九
〇
年
に
フ
ラ
ン

ス
・
マ
ル
セ
イ
ユ
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

創
建
さ
れ
た
聖
堂
は
、
平
屋
建
切
妻
造
桟
瓦
葺
、
側
面
は
下
見
板
張
り
と
な
っ
て
お

り
、
妻
入
り
の
長
屋
風
で
鬼
瓦
の
位
置
に
十
字
架
が
建
っ
て
い
た
。
建
物
は
啓
蒙
小
学

校
や
屋
敷
の
古
材
を
再
利
用
し
て
お
り
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）、
知
牧
区
長
聖

堂
に
昇
格
し
た
時
、
正
面
を
改
築
し
白
漆
喰
を
塗
っ
た
妻
壁
を
立
ち
上
げ
、
三
連
ア
ー

チ
の
柱
廊
玄
関
に
替
え
ら
れ
た
。
信
者
会
館
（
旧
司
祭
館
）
と
鐘
楼
は
、
一
八
九
〇
年

（
明
治
二
十
三
）
頃
建
て
ら
れ
た
が
、
一
九
八
〇
年
（
昭
和
五
十
五
）、
国
道
四
一
号
線

の
拡
幅
工
事
の
時
、
切
妻
屋
根
の
一
部
を
撤
去
し
た
。

主
税
町
教
会
聖
堂
は
伊
勢
湾
台
風
以
後
老
朽
化
の
た
め
、
一
九
八
五
年
（
昭
和

六
十
）
改
築
（
屋
根
小
屋
組
・
床
・
外
壁
及
び
正
面
妻
壁
）
し
て
い
る
が
、
内
部
平
面
・

天
井
・
細
部
意
匠
に
著
し
い
変
更
は
な
い
。
オ
ル
ガ
ン
や
祭
壇
は
創
建
当
時
の
も
の
。

床
は
創
建
時
か
ら
畳
敷
き
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
（
平
成
十
五
）
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

に
張
り
替
え
ら
れ
た
。
一
九
九
〇
年
（
平
成
二
）
に
撤
去
さ
れ
て
い
た
鐘
楼
を
現
在
の

正面門柱に掲げられた標識司祭館信者会館明治のレンガ塀
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位
置
に
移
設
復
元
し
た
。
な
お
、
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
が
野
呂
瀬
家
屋
敷
を
購
入
し
た
当

時
、
教
会
施
設
と
と
も
に
造
ら
れ
た
赤
レ
ン
ガ
塀
は
北
側
の
主
税
町
筋
に
長
さ
三
十

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
現
存
し
て
い
る
貴
重
な
文
化
財
で
、
名
古
屋
市
指
定
保
存
樹
ケ
ヤ
キ
の

大
木
と
と
も
に
一
九
九
二
年（
平
成
四
）「
名
古
屋
市
都
市
景
観
重
要
建
物
等
指
定
物
件
」

に
指
定
さ
れ
そ
の
景
観
は
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
）
三
月
十
八
日
、文
化
庁
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

に
登
録
申
請
さ
れ
、
七
月
二
十
五
日
付
け
で
「
信
者
会
館
」・「
司
祭
館
」・「
煉
瓦
塀
」

が
登
録
さ
れ
た
。

井
上
秀
斎
と
歴
代
名
古
屋
教
区
長

　

こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
開
教
以
後
の
名
古
屋
教
区
の
歴
史
を
、
現
在
の
名
古
屋
教
区

の
礎
を
築
い
た
井
上
秀
斎
と
、
歴
代
名
古
屋
教
区
長
の
略
歴
を
通
し
て
紹
介
す
る
。

伝
道
士
・
井
上
秀
斎
（
一
八
五
四
～
一
九
四
二
年
）

　

井
上
秀
斎
は
、
一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
）
岐
阜
県
本
巣
郡
席
田
（
む
し
ろ
だ
）
村
字

春
近
（
現
、
本
巣
市
春
近
）
に
、
蘭
方
医
井
上
齢
碩
（
れ
い
せ
き
）
の
長
男
と
し
て
生

れ
た
。
齢
碩
は
席
田
郡
春
近
村
の
自
宅
で
一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
）
か
ら
一
八
七
二
年

（
明
治
五
）
ま
で
寺
子
屋
（
門
弟
数
二
十
名
）
を
開
設
し
て
い
た
（
糸
貫
町
史
）。　
　

井
上
秀
斎
は
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）、
英
語
を
学
ぶ
た
め
上
京
し
、
フ
ラ
ン
ス
人

宣
教
師
経
営
の
マ
リ
ン
学
校
に
入
学
し
た
。
同
年
八
月
、
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー

神
父
か
ら
受
洗
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
を
志
し
神
学
生
に
な
っ
た
。
一
八
七
八
年
（
明

治
十
一
）
七
月
、
夏
休
み
に
岐
阜
市
の
自
宅
に
帰
省
す
る
途
中
、
名
古
屋
市
本
町
一
丁

目
に
あ
っ
た
銭
屋
と
い
う
旅
館
に
一
泊
し
た
。
そ
の
と
き
、
番
頭
か
ら
、
数
年
前
広
小

路
の
獄
屋
や
西
本
願
寺
別
院
の
女
人
講
堂
内
に
収
容
さ
れ
て
い
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の

生
活
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
に
は
侍

祭
の
位
に
な
っ
た
。
そ
の
ま
ま
進
め
ば
東
京
教
区
初
の
日
本
人
司
祭
と
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
し
か
し
副
助
祭
叙
階
前
の
調
査
の
結
果
、
秀
斎
は
井
上
家
の
長
男
で
あ
り
、

家
を
相
続
す
る
人
が
他
に
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
司
祭
に
成
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
東

京
を
去
っ
た
。

そ
の
後
、
故
郷
春
近
に
戻
り
、
父
の
家
業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
週
に
一
回
五
つ
の

明治の伝道士
井上秀斎
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位
置
に
移
設
復
元
し
た
。
な
お
、
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
が
野
呂
瀬
家
屋
敷
を
購
入
し
た
当

時
、
教
会
施
設
と
と
も
に
造
ら
れ
た
赤
レ
ン
ガ
塀
は
北
側
の
主
税
町
筋
に
長
さ
三
十

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
現
存
し
て
い
る
貴
重
な
文
化
財
で
、
名
古
屋
市
指
定
保
存
樹
ケ
ヤ
キ
の

大
木
と
と
も
に
一
九
九
二
年（
平
成
四
）「
名
古
屋
市
都
市
景
観
重
要
建
物
等
指
定
物
件
」

に
指
定
さ
れ
そ
の
景
観
は
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
）
三
月
十
八
日
、文
化
庁
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）

に
登
録
申
請
さ
れ
、
七
月
二
十
五
日
付
け
で
「
信
者
会
館
」・「
司
祭
館
」・「
煉
瓦
塀
」

が
登
録
さ
れ
た
。

井
上
秀
斎
と
歴
代
名
古
屋
教
区
長

　

こ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
開
教
以
後
の
名
古
屋
教
区
の
歴
史
を
、
現
在
の
名
古
屋
教
区

の
礎
を
築
い
た
井
上
秀
斎
と
、
歴
代
名
古
屋
教
区
長
の
略
歴
を
通
し
て
紹
介
す
る
。

伝
道
士
・
井
上
秀
斎
（
一
八
五
四
～
一
九
四
二
年
）

　

井
上
秀
斎
は
、
一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
）
岐
阜
県
本
巣
郡
席
田
（
む
し
ろ
だ
）
村
字

春
近
（
現
、
本
巣
市
春
近
）
に
、
蘭
方
医
井
上
齢
碩
（
れ
い
せ
き
）
の
長
男
と
し
て
生

れ
た
。
齢
碩
は
席
田
郡
春
近
村
の
自
宅
で
一
八
五
四
年
（
嘉
永
七
）
か
ら
一
八
七
二
年

（
明
治
五
）
ま
で
寺
子
屋
（
門
弟
数
二
十
名
）
を
開
設
し
て
い
た
（
糸
貫
町
史
）。　
　

井
上
秀
斎
は
一
八
七
五
年
（
明
治
八
）、
英
語
を
学
ぶ
た
め
上
京
し
、
フ
ラ
ン
ス
人

宣
教
師
経
営
の
マ
リ
ン
学
校
に
入
学
し
た
。
同
年
八
月
、
ド
ル
ワ
ー
ル
・
ド
・
レ
ゼ
ー

神
父
か
ら
受
洗
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
を
志
し
神
学
生
に
な
っ
た
。
一
八
七
八
年
（
明

治
十
一
）
七
月
、
夏
休
み
に
岐
阜
市
の
自
宅
に
帰
省
す
る
途
中
、
名
古
屋
市
本
町
一
丁

目
に
あ
っ
た
銭
屋
と
い
う
旅
館
に
一
泊
し
た
。
そ
の
と
き
、
番
頭
か
ら
、
数
年
前
広
小

路
の
獄
屋
や
西
本
願
寺
別
院
の
女
人
講
堂
内
に
収
容
さ
れ
て
い
た
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
の

生
活
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
八
八
二
年
（
明
治
十
五
）
に
は
侍

祭
の
位
に
な
っ
た
。
そ
の
ま
ま
進
め
ば
東
京
教
区
初
の
日
本
人
司
祭
と
な
る
は
ず
で

あ
っ
た
。
し
か
し
副
助
祭
叙
階
前
の
調
査
の
結
果
、
秀
斎
は
井
上
家
の
長
男
で
あ
り
、

家
を
相
続
す
る
人
が
他
に
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
、
司
祭
に
成
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
東

京
を
去
っ
た
。

そ
の
後
、
故
郷
春
近
に
戻
り
、
父
の
家
業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
、
週
に
一
回
五
つ
の

明治の伝道士
井上秀斎
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講
義
所
を
巡
回
し
宣
教
活
動
を
行
っ
た
。
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）、
秋
田
教
会
か

ら
赴
任
し
た
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
と
共
に
、
名
古
屋
、
岐
阜
、
土
岐
、
大
垣
、
高
須
の
講

義
所
を
巡
回
す
る
。
名
古
屋
の
主
税
町
に
「
約
千
坪
の
士
族
屋
敷
」
を
秀
斎
名
義
で
購

入
し
、
武
家
屋
敷
を
教
会
に
改
造
、
主
税
町
教
会
に
移
り
住
ん
だ
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
は
、

し
ば
ら
く
し
て
、
岐
阜
教
会
以
外
の
す
べ
て
の
講
義
所
を
閉
鎖
し
、「
啓
蒙
小
学
校
」

な
ど
主
税
町
教
会
で
の
事
業
の
確
立
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
伝
道
士
秀
斎
は
、
信
者

の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
に
強
く
反
対
し
た
。
岐
阜
教
会
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
秀
斎

は
伝
道
士
の
職
を
完
全
に
辞
し
、
父
よ
り
受
け
継
い
だ
医
業
に
専
心
し
た
。

一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
以
来
岐
阜
県
本
巣
郡
席
田
村
村
会
議
員
、
翌
年
か
ら
席

田
村
避
病
舎
主
治
医
と
な
っ
た
。
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
に
は
、
本
巣
郡
医
師

会
副
議
長
に
当
選
し
、
医
師
と
し
て
種
々
の
重
要
な
地
位
を
歴
任
し
た
。

秀
斎
に
つ
い
て
青
山
玄
神
父
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
そ
の
後
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
伝
道
方
針
の
変
更
や
日
本
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
開
拓
伝
道
は

抑
圧
さ
れ
た
が
，
秀
斎
は
そ
の
苦
し
み
に
堪
え
て
、
昭
和
十
七
年
の
帰
天
ま
で
教
会
に

忠
実
に
留
ま
っ
た
。」（
青
山
玄　
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
と
明
治
前
期
に
お
け
る
美
濃
尾

張
伝
道
の
性
格
」）。

初
代
教
区
長（
知
牧
）　
ヨ
ゼ
フ・ラ
イ
ネ
ル
ス（
一
八
七
四
～
一
九
四
五
年
）

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
三
月
二
十
日
に
ド
イ
ツ
の
メ
ン
ヘ
ン
グ
ラ
ト
バ
ハ
市
に

近
い
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
村
に
生
ま
れ
、
二
十
四
歳
で
司
祭
叙
階
を
受
け
た
。
こ
の
後

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）
に
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大
学
に
お
い
て
哲
学
博
士
の
学
位
を
取

得
す
る
。
こ
の
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
に
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ヤ
ン
セ
ン
が
設
立
し
た
カ
ト
リ
ッ

ク
神
言
修
道
会
（
神
言
会
）
に
入
会
し
た
。

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
来
日
し
金
沢
市
で
日
本
語
を
習
得
後
、
宣
教
活
動
に

従
事
し
た
。
一
九
一
二
年
（
大
正
一
）
九
月
に
は
第
四
高
等
学
校
（
現
在
の
金
沢
大
学
）

で
ド
イ
ツ
語
を
教
え
る
。
同
年
八
月
十
三
日
新
設
さ
れ
た
新
潟
使
徒
座
知
牧
区
の
初
代

知
牧
区
長
と
し
て
就
任
。
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
が
北
陸
地
方
を
宣
教
の
た
め
巡
視
し
た
際
、

こ
の
地
方
の
医
療
事
情
が
乏
し
い
こ
と
を
知
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
を
遍

歴
し
寄
付
を
募
り
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
に
現
在
の
金
沢
聖
霊
総
合
病
院
を
創

設
し
、
聖
霊
奉
侍
布
教
修
道
女
会
に
経
営
を
委
ね
た
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
秋
田

で
聖
心
愛
子
会
（
現
在
の
聖
心
の
布
教
姉
妹
会
）
を
創
立
し
た
も
の
の
手
続
き
上
の
不

備
が
あ
り
一
旦
解
散
し
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
教
皇
庁
の
認
可
を
得
て
再
建
し
た
。

西洋建築の医院と自宅
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講
義
所
を
巡
回
し
宣
教
活
動
を
行
っ
た
。
一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）、
秋
田
教
会
か

ら
赴
任
し
た
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
と
共
に
、
名
古
屋
、
岐
阜
、
土
岐
、
大
垣
、
高
須
の
講

義
所
を
巡
回
す
る
。
名
古
屋
の
主
税
町
に
「
約
千
坪
の
士
族
屋
敷
」
を
秀
斎
名
義
で
購

入
し
、
武
家
屋
敷
を
教
会
に
改
造
、
主
税
町
教
会
に
移
り
住
ん
だ
テ
ュ
ル
パ
ン
神
父
は
、

し
ば
ら
く
し
て
、
岐
阜
教
会
以
外
の
す
べ
て
の
講
義
所
を
閉
鎖
し
、「
啓
蒙
小
学
校
」

な
ど
主
税
町
教
会
で
の
事
業
の
確
立
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
伝
道
士
秀
斎
は
、
信
者

の
便
宜
を
考
慮
し
て
、
そ
れ
に
強
く
反
対
し
た
。
岐
阜
教
会
が
廃
止
さ
れ
る
と
、
秀
斎

は
伝
道
士
の
職
を
完
全
に
辞
し
、
父
よ
り
受
け
継
い
だ
医
業
に
専
心
し
た
。

一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
以
来
岐
阜
県
本
巣
郡
席
田
村
村
会
議
員
、
翌
年
か
ら
席

田
村
避
病
舎
主
治
医
と
な
っ
た
。
一
八
八
九
年
（
明
治
二
十
二
）
に
は
、
本
巣
郡
医
師

会
副
議
長
に
当
選
し
、
医
師
と
し
て
種
々
の
重
要
な
地
位
を
歴
任
し
た
。

秀
斎
に
つ
い
て
青
山
玄
神
父
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
そ
の
後
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
伝
道
方
針
の
変
更
や
日
本
社
会
の
変
化
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
開
拓
伝
道
は

抑
圧
さ
れ
た
が
，
秀
斎
は
そ
の
苦
し
み
に
堪
え
て
、
昭
和
十
七
年
の
帰
天
ま
で
教
会
に

忠
実
に
留
ま
っ
た
。」（
青
山
玄　
「
キ
リ
シ
タ
ン
時
代
と
明
治
前
期
に
お
け
る
美
濃
尾

張
伝
道
の
性
格
」）。

初
代
教
区
長（
知
牧
）　
ヨ
ゼ
フ・ラ
イ
ネ
ル
ス（
一
八
七
四
～
一
九
四
五
年
）

一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
三
月
二
十
日
に
ド
イ
ツ
の
メ
ン
ヘ
ン
グ
ラ
ト
バ
ハ
市
に

近
い
ノ
イ
ヴ
ェ
ル
ク
村
に
生
ま
れ
、
二
十
四
歳
で
司
祭
叙
階
を
受
け
た
。
こ
の
後

一
九
〇
七
年
（
明
治
四
十
）
に
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大
学
に
お
い
て
哲
学
博
士
の
学
位
を
取

得
す
る
。
こ
の
わ
ず
か
二
ヶ
月
後
に
ア
ー
ノ
ル
ド
・
ヤ
ン
セ
ン
が
設
立
し
た
カ
ト
リ
ッ

ク
神
言
修
道
会
（
神
言
会
）
に
入
会
し
た
。

一
九
〇
九
年
（
明
治
四
十
二
）
来
日
し
金
沢
市
で
日
本
語
を
習
得
後
、
宣
教
活
動
に

従
事
し
た
。
一
九
一
二
年
（
大
正
一
）
九
月
に
は
第
四
高
等
学
校
（
現
在
の
金
沢
大
学
）

で
ド
イ
ツ
語
を
教
え
る
。
同
年
八
月
十
三
日
新
設
さ
れ
た
新
潟
使
徒
座
知
牧
区
の
初
代

知
牧
区
長
と
し
て
就
任
。
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
が
北
陸
地
方
を
宣
教
の
た
め
巡
視
し
た
際
、

こ
の
地
方
の
医
療
事
情
が
乏
し
い
こ
と
を
知
り
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
を
遍

歴
し
寄
付
を
募
り
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
に
現
在
の
金
沢
聖
霊
総
合
病
院
を
創

設
し
、
聖
霊
奉
侍
布
教
修
道
女
会
に
経
営
を
委
ね
た
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
秋
田

で
聖
心
愛
子
会
（
現
在
の
聖
心
の
布
教
姉
妹
会
）
を
創
立
し
た
も
の
の
手
続
き
上
の
不

備
が
あ
り
一
旦
解
散
し
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
教
皇
庁
の
認
可
を
得
て
再
建
し
た
。
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こ
の
間
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
二
月
十
八
日
新
設
さ
れ
た
名
古
屋
使
徒
座
知
牧

区
の
使
徒
座
任
命
管
理
者
を
兼
任
し
た
。
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）、
新
潟
使
徒
座
知

牧
区
長
を
退
任
し
、
名
古
屋
教
区
長
（
知
牧
）
に
専
任
し
た
。
活
動
の
本
拠
地
を
名
古

屋
地
区
に
移
し
た
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
は
、教
育
事
業
に
献
身
し
、一
九
三
二
年（
昭
和
七
）、

名
古
屋
市
昭
和
区
五
軒
家
町
に
学
校
法
人
南
山
中
学
校
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
）、

南
山
小
学
校
（
今
の
市
立
八
事
小
学
校
）
を
創
立
し
た
。

一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
は
名
古
屋
使
徒
座
知
牧
区
長
を
退
任

し
た
。

第
二
代
教
区
長　
ペ
ト
ロ
松
岡
孫
四
郎
（
一
八
八
七
年
～
一
九
八
〇
年
）

　

一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
三
月
二
十
日
、
長
崎
市
三
原
町
の
旧
信
者
の
家
庭
に
生

ま
れ
た
。
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
七
月
か
ら
翌
、
明
治
一
年
の
迫
害
に
祖
父
母
、
両

親
（
咲
太
郎
と
デ
ン
）、
乳
飲
み
子
の
源
三
郎
も
他
の
浦
上
信
徒
と
共
に
流
罪
に
さ
れ

て
い
る
。
四
男
で
あ
る
彼
は
、
迫
害
の
た
め
島
根
県
津
和
野
の
「
三
尺
牢
」
で
死
去
し

た
祖
父
の
名
を
取
っ
て
孫
四
郎
と
付
け
ら
れ
た
。
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
十
四
）、
当

時
長
崎
市
大
浦
に
あ
っ
た
公
教
神
学
校
に
入
り
、一
九
一
八
年（
大
正
七
）二
月
二
十
日
、

コ
ン
バ
ス
長
崎
司
教
に
よ
っ
て
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
同
年
三
月
、
長
崎
港
外
伊
王
島

の
馬
込
教
会
主
任
と
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）、
五
十
歳
の
時
，
出
生
地

で
あ
る
浦
上
教
会
の
主
任
に
迎
え
ら
れ
た
。三
年
後
の
一
九
四
一
年（
昭
和
十
六
）三
月
、

ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
の
名
古
屋
知
牧
区
長
退
任
に
伴
い
、
名
古
屋
知
牧
区
及
び
新
潟
知
牧

区
の
使
徒
座
任
命
管
理
者
に
就
任
。
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
か
ら
は
二
つ
の
使
徒

座
知
牧
区
長
を
兼
任
し
た
。
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
）
新
潟
知
牧
区
長
を
辞
任
し
、

名
古
屋
知
牧
区
長
と
な
っ
た
。
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
名
古
屋
の
中
心
部
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
大
聖
堂
（
現
在
の
名
古
屋
司
教
座
聖
堂
・
布
池

教
会
）と
教
区
長
館
並
び
に
小
神
学
校（
現
在
の
名
古
屋
教
区
セ
ン
タ
ー
）を
新
築
し
た
。

同
年
四
月
十
六
日
名
古
屋
知
牧
区
が
司
教
区
に
昇
格
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
初
代
名
古
屋

司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
に
も
第
二
会
期
か
ら
出
席
し
た
。

ま
た
教
区
長
と
し
て
、
教
区
に
お
け
る
宣
教
司
牧
の
充
実
を
図
る
た
め
に
聖
心
布
教
会
、

ス
カ
ボ
ロ
外
国
宣
教
会
、
幼
き
聖
マ
リ
ア
修
道
会
（
聖
カ
ピ
タ
ニ
オ
高
校
）、
聖
マ
リ
ア

の
無
原
罪
教
育
宣
教
修
道
会
（
岐
阜
・
聖
マ
リ
ア
女
学
院
）
な
ど
を
教
区
に
招
請
し
た
。

　

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
松
岡
孫
四
郎
司
教
は
名
古
屋
教
区
長
を
退
任
し
た
。
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こ
の
間
、
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
）
二
月
十
八
日
新
設
さ
れ
た
名
古
屋
使
徒
座
知
牧

区
の
使
徒
座
任
命
管
理
者
を
兼
任
し
た
。
一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
）、
新
潟
使
徒
座
知

牧
区
長
を
退
任
し
、
名
古
屋
教
区
長
（
知
牧
）
に
専
任
し
た
。
活
動
の
本
拠
地
を
名
古

屋
地
区
に
移
し
た
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
は
、教
育
事
業
に
献
身
し
、一
九
三
二
年（
昭
和
七
）、

名
古
屋
市
昭
和
区
五
軒
家
町
に
学
校
法
人
南
山
中
学
校
、
一
九
三
六
年
（
昭
和
十
一
）、

南
山
小
学
校
（
今
の
市
立
八
事
小
学
校
）
を
創
立
し
た
。

一
九
四
一
年
（
昭
和
十
六
）
ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
は
名
古
屋
使
徒
座
知
牧
区
長
を
退
任

し
た
。

第
二
代
教
区
長　
ペ
ト
ロ
松
岡
孫
四
郎
（
一
八
八
七
年
～
一
九
八
〇
年
）

　

一
八
八
七
年
（
明
治
二
十
）
三
月
二
十
日
、
長
崎
市
三
原
町
の
旧
信
者
の
家
庭
に
生

ま
れ
た
。
一
八
六
七
年
（
慶
応
三
）
七
月
か
ら
翌
、
明
治
一
年
の
迫
害
に
祖
父
母
、
両

親
（
咲
太
郎
と
デ
ン
）、
乳
飲
み
子
の
源
三
郎
も
他
の
浦
上
信
徒
と
共
に
流
罪
に
さ
れ

て
い
る
。
四
男
で
あ
る
彼
は
、
迫
害
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た
め
島
根
県
津
和
野
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「
三
尺
牢
」
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死
去
し

た
祖
父
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名
を
取
っ
て
孫
四
郎
と
付
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ら
れ
た
。
一
九
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一
年
（
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治
三
十
四
）、
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長
崎
市
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あ
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学
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八
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七
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月
二
十
日
、
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ン
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司
教
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て
司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
。
同
年
三
月
、
長
崎
港
外
伊
王
島

の
馬
込
教
会
主
任
と
な
っ
た
。
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）、
五
十
歳
の
時
，
出
生
地

で
あ
る
浦
上
教
会
の
主
任
に
迎
え
ら
れ
た
。三
年
後
の
一
九
四
一
年（
昭
和
十
六
）三
月
、

ラ
イ
ネ
ル
ス
神
父
の
名
古
屋
知
牧
区
長
退
任
に
伴
い
、
名
古
屋
知
牧
区
及
び
新
潟
知
牧

区
の
使
徒
座
任
命
管
理
者
に
就
任
。
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
）
か
ら
は
二
つ
の
使
徒

座
知
牧
区
長
を
兼
任
し
た
。
一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
）
新
潟
知
牧
区
長
を
辞
任
し
、

名
古
屋
知
牧
区
長
と
な
っ
た
。
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
名
古
屋
の
中
心
部
に
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
大
聖
堂
（
現
在
の
名
古
屋
司
教
座
聖
堂
・
布
池

教
会
）と
教
区
長
館
並
び
に
小
神
学
校（
現
在
の
名
古
屋
教
区
セ
ン
タ
ー
）を
新
築
し
た
。

同
年
四
月
十
六
日
名
古
屋
知
牧
区
が
司
教
区
に
昇
格
さ
れ
た
の
に
伴
い
、
初
代
名
古
屋

司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
第
二
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
に
も
第
二
会
期
か
ら
出
席
し
た
。

ま
た
教
区
長
と
し
て
、
教
区
に
お
け
る
宣
教
司
牧
の
充
実
を
図
る
た
め
に
聖
心
布
教
会
、

ス
カ
ボ
ロ
外
国
宣
教
会
、
幼
き
聖
マ
リ
ア
修
道
会
（
聖
カ
ピ
タ
ニ
オ
高
校
）、
聖
マ
リ
ア

の
無
原
罪
教
育
宣
教
修
道
会
（
岐
阜
・
聖
マ
リ
ア
女
学
院
）
な
ど
を
教
区
に
招
請
し
た
。

　

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
松
岡
孫
四
郎
司
教
は
名
古
屋
教
区
長
を
退
任
し
た
。
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第
三
代
名
古
屋
教
区
長　
ア
ロ
イ
ジ
オ
相
馬
信
夫（
一
九
一
六
年
～
一
九
九
七
年
）

一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
六
月
二
十
一
日
、
相
馬
又
二
郎
と
鈴
子
の
三
男
と
し
て
東

京
で
生
ま
れ
た
。
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
東
京
教
区
神
田
教
会
で
受
洗
し
た
。
浦
和

高
等
学
校
、東
京
帝
国
大
学
理
学
部
天
文
学
科
、同
大
学
院
に
学
ぶ
。
一
九
四
二
年
（
昭

和
十
七
）
応
召
し
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ラ
バ
ウ
ル
に
出
征
し
た
。
一
九
五
三

年
（
昭
和
二
十
八
）
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
入
学
。
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
）

東
京
教
区
司
祭
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
松
岡
孫
四
郎
司
教
の
教
区
長
退
任
に
伴
い
、

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
九
月
十
五
日
、
名
古
屋
司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
教

区
長
と
し
て
の
任
務
の
か
た
わ
ら
、
教
区
内
の
社
会
福
祉
事
業
や
日
雇
い
労
働
者
炊
き

出
し
支
援
活
動
を
強
力
に
推
進
し
た
。
対
外
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
担
当
司

教
・
会
長
と
し
て
、
韓
国
の
詩
人
金
芝
河
氏
に
対
す
る
死
刑
阻
止
活
動
を
展
開
。
ま
た
、

一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
八
月
国
連
非
植
民
地
化
特
別
委
員
会
で
東
チ
モ
ー
ル
独
立
を

訴
え
た
。
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）
湾
岸
戦
争
の
際
に
は
自
衛
隊
機
の
派
遣
に
反
対
し
、

民
間
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
避
難
民
を
移
送
し
た
。

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
相
馬
信
夫
司
教
は
名
古
屋
教
区
長
を
退
任
し
た
。

第
四
代
名
古
屋
教
区
長　
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
野
村
純
一
（
一
九
三
七
年
～　
　
）

　

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
十
一
月
二
十
日
、
野
村
家
の
長
男
と
し
て
高
知
市

で
生
ま
れ
た
。
一
九
四
九
年
八
月
一
五
日
（
昭
和
二
十
四
）
主
税
町
教
会
で
受
洗
。

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
）
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
、
上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科

入
学
。
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
三
月
上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科
修
士
課
程
修
了
。

同
年
ロ
ー
マ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
神
学
院
入
学
。
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
）
十
二
月

十
九
日
ロ
ー
マ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
神
学
院
聖
堂
で
司
祭
叙
階
。
一
九
六
七
年
六
月
教
皇

庁
立
ロ
ー
マ
・
ウ
ル
バ
ノ
大
学
神
学
部
博
士
課
程
修
了
。
神
学
博
士
の
学
位
を
取
得
す

る
。
同
年
九
月
日
本
に
帰
国
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
主
税
町
教
会
助
任
司
祭
と
な
る
。
相
馬

信
夫
司
教
の
教
区
長
退
任
に
伴
い
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
七
月
四
日
名
古
屋
教
区

司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
教
区
長
と
し
て
の
任
務
の
か
た
わ
ら
、
教
区
内
の
社
会
福

祉
法
人
理
事
長
、
学
校
法
人
理
事
、
さ
ら
に
公
益
財
団
法
人
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日

本
委
員
会
評
議
員
な
ど
を
兼
職
し
て
い
る
。
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第
三
代
名
古
屋
教
区
長　
ア
ロ
イ
ジ
オ
相
馬
信
夫（
一
九
一
六
年
～
一
九
九
七
年
）

一
九
一
六
年
（
大
正
五
）
六
月
二
十
一
日
、
相
馬
又
二
郎
と
鈴
子
の
三
男
と
し
て
東

京
で
生
ま
れ
た
。
一
九
二
一
年
（
大
正
十
）
東
京
教
区
神
田
教
会
で
受
洗
し
た
。
浦
和

高
等
学
校
、東
京
帝
国
大
学
理
学
部
天
文
学
科
、同
大
学
院
に
学
ぶ
。
一
九
四
二
年
（
昭

和
十
七
）
応
召
し
、
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ラ
バ
ウ
ル
に
出
征
し
た
。
一
九
五
三

年
（
昭
和
二
十
八
）
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
入
学
。
一
九
六
〇
年
（
昭
和
三
十
五
）

東
京
教
区
司
祭
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
松
岡
孫
四
郎
司
教
の
教
区
長
退
任
に
伴
い
、

一
九
六
九
年
（
昭
和
四
十
四
）
九
月
十
五
日
、
名
古
屋
司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
教
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長
と
し
て
の
任
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の
か
た
わ
ら
、
教
区
内
の
社
会
福
祉
事
業
や
日
雇
い
労
働
者
炊
き

出
し
支
援
活
動
を
強
力
に
推
進
し
た
。
対
外
的
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
担
当
司

教
・
会
長
と
し
て
、
韓
国
の
詩
人
金
芝
河
氏
に
対
す
る
死
刑
阻
止
活
動
を
展
開
。
ま
た
、

一
九
八
九
年
（
平
成
元
）
八
月
国
連
非
植
民
地
化
特
別
委
員
会
で
東
チ
モ
ー
ル
独
立
を

訴
え
た
。
一
九
九
一
年
（
平
成
三
）
湾
岸
戦
争
の
際
に
は
自
衛
隊
機
の
派
遣
に
反
対
し
、

民
間
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
、
避
難
民
を
移
送
し
た
。

一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
相
馬
信
夫
司
教
は
名
古
屋
教
区
長
を
退
任
し
た
。

第
四
代
名
古
屋
教
区
長　
ア
ウ
グ
ス
チ
ノ
野
村
純
一
（
一
九
三
七
年
～　
　
）

　

一
九
三
七
年
（
昭
和
十
二
）
十
一
月
二
十
日
、
野
村
家
の
長
男
と
し
て
高
知
市

で
生
ま
れ
た
。
一
九
四
九
年
八
月
一
五
日
（
昭
和
二
十
四
）
主
税
町
教
会
で
受
洗
。

一
九
五
六
年
（
昭
和
三
十
一
）
東
京
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
院
、
上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科

入
学
。
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
）
三
月
上
智
大
学
文
学
部
哲
学
科
修
士
課
程
修
了
。

同
年
ロ
ー
マ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
神
学
院
入
学
。
一
九
六
四
年
（
昭
和
三
十
九
）
十
二
月

十
九
日
ロ
ー
マ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
神
学
院
聖
堂
で
司
祭
叙
階
。
一
九
六
七
年
六
月
教
皇

庁
立
ロ
ー
マ
・
ウ
ル
バ
ノ
大
学
神
学
部
博
士
課
程
修
了
。
神
学
博
士
の
学
位
を
取
得
す

る
。
同
年
九
月
日
本
に
帰
国
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
主
税
町
教
会
助
任
司
祭
と
な
る
。
相
馬

信
夫
司
教
の
教
区
長
退
任
に
伴
い
、
一
九
九
三
年
（
平
成
五
）
七
月
四
日
名
古
屋
教
区

司
教
と
し
て
叙
階
さ
れ
た
。
教
区
長
と
し
て
の
任
務
の
か
た
わ
ら
、
教
区
内
の
社
会
福

祉
法
人
理
事
長
、
学
校
法
人
理
事
、
さ
ら
に
公
益
財
団
法
人
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日

本
委
員
会
評
議
員
な
ど
を
兼
職
し
て
い
る
。
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四  

キ
リ
シ
タ
ン
史
跡
案
内


